
第３学年 国語科学習指導案 

 

１ 単元名 

    和歌の魅力を考え、感覚を磨こう 

－ひとことで味わう和歌－ 

 

２ 単元の目標 

（１）歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむことができる。 

〔知識及び技能〕（３）ア 

（２）文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、自分の意

見をもつことができる。          〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）エ 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切に

して、思いや考えを伝え合おうとする。         「学びに向かう力、人間性等」                    

  

３ 本単元における言語活動 

  詩歌や小説などを読み、批評したり、考えたことなどを伝えあったりする活動。 

  （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ） 

 

４ 評価規準 

  

５ 単元について  

（１）本単元を貫く言語活動と扱う教材 

  本単元では、和歌についてその魅力を集め、記事にしていくことを通して、和歌に詠まれ

ている人間や社会、自然について、自分の考えや意見をもつ活動を行う。これは、中学校学

習指導要領国語編（平成２９年告示）の第３学年、２〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ読む

ことの言語活動例「詩歌や小説などを読み、批評したり、考えたことなどを伝えあったりす

る活動。」を踏まえている。 

和歌は、３１音という短い音の中に、詠み手や人々の心情や状況、季節の姿など人間の思

い、自然について詠みこんでできているものである。また、それらのものを十分に表現する

ために様々な表現技法が用いられることも多い。このような和歌を教材として用いることで、

生徒にとっては読むことへの抵抗を少なくし、また、様々な言葉を工夫して、短い言葉の中

に人間や自然について表現しているために親しみやすくできると考える。さらに、和歌に触

れることで、新たな言葉と出会い、表現に触れ、言語感覚を磨くことで語彙を獲得しつつ、

自分の考えを形成し、表現する力につなげていけるものと考えた。本単元では、和歌の魅力

を以下のように考える。①１０００年以上前の歌でありながら、現代に通ずるものがある点。

②和歌を通して、自然への思索など、現代で見落としがちなものに考えを馳せることができ

る点。③多様な表現や技法を用いて、自らの感じたものをより深く、効果的に表現している

点。このような和歌の魅力に迫っていく中で、生徒がそこに表れた思いや思索を味わうこと

ができると考える。 

今回、教材として扱う和歌は「万葉集」「古今和歌集」「新古今和歌集」より、計３２首を

用意した。用意した和歌は、生徒たちが持っている「国語活用資料集（千葉県版）」（新学社）

を中心とし、選出したものである。和歌の特徴の１つである「３１音で表現されている歌」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①歴史的背景などに注意して

古典を読むことを通して、

その世界に親しんでいる。 

        （（３）ア） 

①文章を読んで考えを広げた

り深めたりして、人間、社

会、自然などについて、自分

の意見をもつことができて

いる。（Ｃ（１）エ） 

①和歌について意味や作成の

背景などを進んで知ろうと

している。また、和歌の魅

力を進んで考えようとして

いる。 



であり、「恋や離別など感情を詠んだ歌」または「自然について詠んだ歌」から選出し、生徒

が触れ、考え、読み解いていくのに、自分に置き換えやすく、感覚として分かりやすいと考

えられた歌を用意したものである。また、資料集からの歌を選出することで、歌集ごとの特

徴や表現技法に触れながら、教科書以外の様々な歌について学んでいけるものと考える。 

 

（２）本単元で身に付けさせたい力 

   本単元では、和歌について背景をふまえて評価し、伝え合う言語活動を通して、〔思考力、

判断力、表現力等〕の「Ｃ（１）エ文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、

自然などについて、自分の意見をもつ」力を身に付けさせたい。また、そのためには〔知識・

技能〕の「（３）ア歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむこ

と。」が必要であると考える。本単元の学習を通して、自分がなぜ和歌に魅力を感じたのかを

整理し、表現していく中で、和歌に表現された人物の思いや自然に対する思索について触れ、

自らの生活や経験と重ね、自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにしたい。 

 

６ 指導と評価の計画（全６時間） 

次  主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ １ 
○本単元の要点を押さえ、見通しをもつ。 

〇和歌（和歌集）について知る。 

  

２ 

２ 
○気になる和歌を探し、調べる和歌を選

ぶ。 

〇選んだ和歌について「視点」をもとに調

べる 

○選んだ和歌の「魅力」をスライドに表す 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

ワークシート 

３ 

〔知識・技能〕 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

ワークシート 

４ 〔思考・判断・表現〕 Google スライド 

３ ５ 
○調べた和歌の「魅力」を紹介する。 

○単元の振り返りを行う。 

  

 

７ 指導計画 （全５時間） 

次 主たる学習活動 指導上の留意点 評価基準・評価方法 

１ 

(１) 

○本単元の要点を押さえ、見通

しをもつ。 

 

 

 

〇「古今和歌集 仮名序」より和

歌には「詠んだ人の思い」や

「詠まれた状況」があること

を掴む。 

・モデルを提示し、生徒が活動の見

通しをもちやすいようにする。 

・クラスメイトに紹介することを伝

え、活動への目的意識をもたせ

る。 

・和歌について「詠んだ人の思い」

や「詠まれた状況」に注意して読

んでいくように注意する。 

・「古今和歌集 仮名序」を用いて

和歌の根本が人間の心にあること

に触れる。 

 

２ 

(２～

４) 

〇用意した和歌一覧や資料集な

どから調べる和歌を選ぶ。 

 

 

 

 

〇選んだ和歌について「視点」を

・意味を参考にしながら、自分がよ

いと感じた和歌を選ぶようにす

る。 

・なかなか決まらない生徒には指導

者から調べる和歌を振るようにす

る。 

・和歌を調べる際にワークシートの

〔知識・技能〕 

ワークシート 

自分の選んだ和歌

について「視点」を

もとに理解しよう

としている。 

 



もとに背景などを調べる 

 

 

 

 

○調べたことをもとに、選んだ

和歌の「魅力」を考え、スライ

ドに表す。 

 

 

「視点」を参考にするよう指導す

る。 

・「魅力」を考える際に調べた内容

のうちどれが重要となるか考える

ようにする。 

・「魅力」を考えることが難しい生

徒には観点として「①現代と通じ

る点がないか」や「②何か気付か

されることはないか」などを示

す。 

・スライドに表す際には、アニメー

ション等を入れず、一目でわかる

ものを作成するように注意する。 

・一言で表す際には考えた「魅力」

をもとに要点を考えさせる。 

〔思考・判断・表現〕 

Google スライド 

自分なりに和歌の

「魅力」を考えるこ

とができている。 

 

〔主体的に学習に

取り組む態度〕 

ワークシート 

・選んだ和歌につい

て資料をもとに

読み取ろうとし

ている。 

 

３ 

(５) 

○調べた和歌の「魅力」を紹介す

る。 

 

 

○単元の振り返りを行う。 

 

 

 

・スライドを用いて発表を行う際

に、スライドの情報をより具体的

に伝えるように指導する。 

・生徒の考えたひとことをもとに、

「人間」「自然」「社会」などのテ

ーマに気付かせるようにする。 

・和歌の「魅力」を考えることを通

して、自分が何を考えられたのか

について振り返りさせる。 

 

 

８ 本時の計画（3/5 時間目） 

（1)本時の目標 

・調べた和歌がどのような「魅力」をもつのか、自分の考えをもつことができる。  

〔思考・判断・表現〕 

 (2)本時の展開 

 

学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導
入
（
５
分
） 

 

〇前時までの振り返りを行う。 

〇本時の学習課題を確認する。 

・前時までの生徒の様子をもとに調べ

る「視点」についてフィードバック

を行う 

・残り２時間の中で計画的に進めるよ

うに指導する。 

 

 

 

 

自分が選んだ和歌の「魅力」を考えよう 



展
開
（
３
８
分
） 

〇「視点」をもとに、選んだ和

歌について調べる。 

 

 

 

 

 

○調べたことをもとに、選んだ

和歌の「魅力」を考える。 

 

 

 

 

・調べる際にワークシートに示した

「視点」を参考にするように伝える。 

・和歌に応じてどの「視点」が深く関

わるか異なるので、様々な「視点」

から調べるように伝える。 

 

 

・モデルを再提示し「魅力」を考える

際の糸口となるようにする。 

・調べた「視点」のから選んだ和歌に

とって大切だと考えるものを参考に

るように伝える。 

・「魅力」とつなげることに課題を抱え

る生徒には以下のようにする。 

①「現代とつながることはないか」や

「何か気付かされたことはないか」

など定義した「魅力」につながる発

問を行う。 

②生徒のワークシートの内容に応じ

て、定義した「魅力」とのつながり

を示す。 

（例） 

 ・背景にある考え→現代とつながる 

 ・詠まれた景色→気付かされる 

 ・表現技法→効果的な使用 など 

・スライドを作成する際に、アニメー

ション等にこだわらせず、要点を一

目でわかるように作成させる。 

〔思考・判断・表

現〕 

Google スライド 

・調べた和歌につ

いてどのような

「魅力」をもつ

のか、自分なり

の考えをもって

いる。 

ま
と
め
（
７
分
） 

〇本時の振り返りを行う。 

 

 

〇次時の見通しをもつ。 

・振り返りシートの記入を行う際に、

自分の活動に則して考えるように伝

える。 

・次の時間に「魅力」を考え、スライ

ドに表すところまで終えるように伝

える。 

 

 

（３)本時の評価基準 

・調べた和歌がどのような「魅力」をもつのか、自分の考えをもつことができている。  

〔思考・判断・表現〕 

 

 

 

 

 

 

 



９ 単元の観点別学習状況の評価の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ｂ
と
判
断
さ
れ
る 

生
徒
の
状
況 

・自分の選んだ和歌について

内容を理解して読むこと

ができている。 

（ワークシート） 

 

・和歌を読むことを通して

自分の感覚と重ねて「魅

力」を考えることができ

ている。 

（Google スライド） 

・自分の選んだ和歌について、

意味や詠まれた心情を進ん

で資料から読み取ろうとし

ているか。 

（ワークシート、観察） 

Ａ
と
判
断
さ
れ
る 

生
徒
の
状
況 

・自分の選んだ和歌について

歴史的背景や文化を理解

して読むことができてい

る。 

（ワークシート） 

・和歌を読み、古典特有の

表現に触れて「魅力」を

考えることができてい

る。 

（Google スライド） 

・自分の選んだ和歌について、

複数の資料から情報を集め、

集めた情報を吟味し、意味や

詠まれた心情を読み取ろう

としている。 

（ワークシート、観察） 


